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プログラミング言語における型付けシステムは、開発の効率性と安全性に多大な影響を

与える要素である。JavaScriptや Pythonなどの動的型付け言語は、その柔軟性とスクリプ

ト言語としての扱いやすさにより広く普及している。一方で、C++や Javaなどの静的型

付け言語は、コードの整合性の検証やリファクタリングの容易性といった利点により、大規

模なソフトウェア開発において特に重要な役割を果たしている。

近年、動的型付け言語に静的型付けの利点を取り入れる試みが注目を集めている。その

代表例が JavaScriptにより強固な型の概念を追加する TypeScriptであり、トランスコンパ

イラを介して JavaScriptコードを生成することで、型システムを導入しつつ JavaScriptの

実行環境との互換性を維持している。このような仕組みは、従来のプログラミング言語に

おいてコンパイラに対し実装が必須であったコード生成器や、それに伴うコード最適化や

複数ターゲット向けに関する実装などを省略し、従来よりも言語仕様に対する実装や議論、

考察に注力することができ、かつ元の言語処理系が持つ実行環境を活用することができる。

本研究では、動的型付け言語である Hot Soup Processor（以下、HSP）を対象とし、

TypeScript のようなトランスコンパイラを用いて静的型付けを導入する方法を提案する。

HSPは、日本発のプログラミング言語として、初学者や個人開発者に親しまれてきた。そ

の特長は、GUIを構築するための簡潔な環境と直感的な文法にあり、ゲームやツール開発

といった分野で広く使用されている。しかし、大規模プロジェクトや長期的なメンテナン

スを伴う開発において、動的型付けによるバグの潜在的リスクや、型安全性の欠如が課題と

なる場合がある。TypeScriptのようなトランスコンパイラを使用する手法を採用し、ラン

タイムの再構築をすることなく、既存の実行環境を損なわずに型安全性を提供することで、

HSPの持つ特徴を維持しながら開発体験の向上を実現することができる。

本研究では、Goによるトランスコンパイラの実装を行なった。入力として今回実装した

記法である TSPを受け付け、HSPソースコードを出力する。本研究の評価として、TSP

を用いて記述したソースコードと、そのソースコードをトランスコンパイルし、HSPで実

行した際に期待される出力結果を照らし合わせたテーブルテストを実施した。内容として

は HSPの基本的な文法の大部分を網羅する他、TSPの記法が正しく実装されていることを

確認するためのものであり、実行の結果ほとんどが仕様を満たす実装ができていたが、一部

意味解析で誤った結果を出力することがあった。

残された課題として、エラーレベルの設定や、未実装である HSP 構文、Shift-JIS への

対応や人間による新たな記述が開発体験向上にどのように影響するかの検証などが挙げら

れる。
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